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勉強会の構成 

第一回：ISO 20022がもたらす金融業務や金融サービス変革
の可能性 

 ISO 20022と金融ビジネス全体との関連性を理解する 

第二回：ISO 20022導入に伴う実務上の課題と対応 

実務上理解しておくべき技術的側面を中心に議論する 

第三回：データでつながるビジネスの世界とISO 20022 

情報技術の進展、オープンデータ化で変わる世界観 
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第一回 勉強会内容の整理 

ISO 20022がもたらす 

金融業務や金融サービス変革の可能性 
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データ環境を巡る大きな変化 

2014       2015       2016       2017       2018       2019       2020～ 

 新日銀ネット（2015年～） 

 全銀システム(2011年～） 

 ほふり新システム（2014年～） 

マイナンバー・法人番号 

行政のオープンデータ化 

LEI 

Target 2 Securities （欧州） 

Target 2 (欧州） 

様々な
データが
容易につ
ながり、
色々なビ
ジネスに
利用され
る世界 

国内の動き 

海外の動き 
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技術革新が切り開く可能性 

中銀 

A銀行 

D銀行 
C銀行 

B銀行 

企業A 企業B 

海外 
企業D 

海外 
企業C 

企業E 企業F 

既存の銀行ネット
ワークを利用しない
決済ネットワークが
できる可能性もある 

更に、新たなビジネスチャン
スが生まれる可能性もある 

安定性の高い 

銀行間ネットワーク 
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DB DB DB 

DB DB 

DB データA 

データC 
データD 

データB 

技術革新が切り開く可能性 

階層化、構造化されたデータ 

ニーズに応じたデータの結びつけ 
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・ 技術面を中心としたISO 20022の特性 

  ① モデリングを通じたメッセージ開発 

  ② XMLの採用 

  ③ リバースエンジニアリング 

  ④ メッセージ登録プロセス 

  ⑤ ISO 20022ウェブサイトのレポジトリ― 

第一回 勉強会内容の整理 
― 第二回 勉強会に向けた前提知識 ― 
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モデリングとは 
例えば、モノやサービスを購入した時、 

「顧客送金」についてモデリングする場合を考えてみる。 

支払人 

送金銀行 
決済システム 

受取銀行 

受取人 

送金依頼 

支払指図 入金 

入金通知 
顧客送金について 

・ 登場人物、組織 

・ 業務内容 

などを特定し、整理・体系化する。 
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モデリングとは 
例えば、モノやサービスを購入した時、 

「顧客送金」についてモデリングする場合を考えてみる。 

支払人 

送金銀行 
決済システム 

受取銀行 

受取人 

送金依頼 

支払指図 入金 

入金通知 
顧客送金について 

・ 登場人物、組織 

・ 業務内容 

などを特定し、整理・体系化する。 

 

顧客送金に関する業務のモデリング 

（ビジネスモデルレベルでのモデリング） 
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ISO 20022の特性であるモデリングとは 

ビジネスモデル 

メッセージモデル（論理的メッセージ） 

スキーマ（物理的メッセージ） 

このような三層構造で考えることができる。 
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モデリングを通じたメッセージ開発 

まずは、ビジネスモデルの開発 
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・ 個々の業務、業務プロセス、 

・ 同プロセスに関与する関係者 

・ 同プロセスに関係する情報、  

  等を整理・体系化する。 
 



モデリングを通じたメッセージ開発 

まずは、ビジネスモデルの開発 
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・ 個々の業務、業務プロセス、 

・ 同プロセスに関与する関係者 

・ 同プロセスに関係する情報、  

  等を整理・体系化する。 
 

 

 

 

 

 

これが、ビジネスモデル 
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モデリングを通じたメッセージ開発 

次に、メッセージモデルを開発 

 

・ ビジネスモデルに対応するメッセージ 

  （コンポーネントやエレメント）を整理・体系化。 
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モデリングを通じたメッセージ開発 

次に、メッセージモデルを開発 

 

・ ビジネスモデルに対応するメッセージ 

  （コンポーネントやエレメント）を整理・体系化。 
 

 

 

 

 

これが、メッセージモデル（論理的メッセージ） 
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モデリングを通じたメッセージ開発 

最後に、スキーマを開発 

 

・ メッセージモデルに対応するスキーマ 

  （インスタンス作成のテンプレート）を開発する。 
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モデリングを通じたメッセージ開発 

最後に、スキーマを開発 

 

・ メッセージモデルに対応するスキーマ 

  （インスタンス作成のテンプレート）を開発する。 
 

 

 

 

 

これが、スキーマ（物理的メッセージ） 
 

 

 

 



ISO 20022の特性であるモデリングとは 

ビジネスモデル 

メッセージモデル（論理的メッセージ） 

スキーマ（物理的メッセージ） 

このような三層構造で考えることができる。 
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金融業務の変革の事例（1） 

・ Authorities Financial Investigation 

    情報提供依頼 

情報（取引者情報等） 

情報の秘匿状況の変更 

auth.001.001.01（InformationRequestOpening) 

auth.002.001.01（InformationRequestResponse） 

auth.003.001.01（InformationRequestStatusChangeNotification）  

当局 

（警察、税関、
税務当局等） 

金融機関 
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金融業務の変革の事例（1） 

・ Authorities Financial Investigation 

    情報提供依頼 

情報（取引者情報等） 

情報の秘匿状況の変更 

auth.001.001.01（InformationRequestOpening) 

auth.002.001.01（InformationRequestResponse） 

auth.003.001.01（InformationRequestStatusChangeNotification）  

当局 

（警察、税関、
税務当局等） 

金融機関 
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当局からの捜査情報の請求に対して、 

より簡単に、より迅速に対応できる。 

 



金融業務の変革の事例（2） 
・ Invoice Tax Report 

資料：Business Justification （No.66） 
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金融業務の変革の事例（2） 
・ Invoice Tax Report 

資料：Business Justification （No.66） 
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当局への税務報告処理を 
より簡単に、より迅速に対応できる。 

 



金融業務の変革の事例（3） 

・ Account Switching 

  

 メール 

紙 

紙 

専用サイト 
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金融業務の変革の事例（3） 

・ Account Switching 

  

 メール 

紙 

紙 

専用サイト 口座切替は金融機関毎に方法が異なり煩雑。 

さらに、口座切替期間も18～30日と長かった。 
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金融業務の変革の事例（3） 
・ Account Switching 

  

 

ISO 20022 

Account Management 

(acmt） 
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金融業務の変革の事例（3） 
・ Account Switching 

  

 

ISO 20022 

Account Management 

(acmt） 

口座切替の手続が統一化される。 

さらに、口座切替期間も7日間と短くなる。 
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・ 技術面を中心としたISO 20022の特性 

  ① モデリングを通じたメッセージ開発 

  ② XMLの採用 

  ③ リバースエンジニアリング 

  ④ メッセージ登録プロセス 

  ⑤ ISO 20022ウェブサイトのレポジトリ― 

第一回 勉強会内容の整理 
― 第二回 勉強会に向けた前提知識 ― 

2014年9月19日 第二回 ISO 20022 勉強会  26 



XMLの採用 

ＸＭＬの特性 

① マークアップ言語である。 

  ⇒ タグ利用したデータ記述言語。 

         （例） <Year> 2014 </Year> 

②  メタ言語である。 

  ⇒ スキーマでタグ・セットを定義することにより、
特定のマークアップ言語を定義できる言語。 

    （例） ISO 20022 
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XMLの採用 
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予め決められた① フォーマットサイズ、② データ種類、 

しか記述することができない。 

従来の通信メッセージフォーマット（固定長フォーマット） 



XMLの採用 
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ISO 20022メッセージフォーマット（XMLフォーマット） 

 

・ マークアップ言語（タグ設定によるデータの記述） 
・ メタ言語（タグ・セットの定義） 
 



XMLの採用 
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ISO 20022メッセージフォーマット（XMLフォーマット） 

 

・ マークアップ言語（タグ設定によるデータの記述） 
・ メタ言語（タグ・セットの定義） 
 

 

① フォーマットサイズ、② データ種類、に制約が無くなる。 

 



・ 技術面を中心としたISO 20022の特性 

  ① モデリングを通じたメッセージ開発 

  ② XMLの採用 

  ③ リバースエンジニアリング 

  ④ メッセージ登録プロセス 

  ⑤ ISO 20022ウェブサイトのレポジトリ― 

第一回 勉強会内容の整理 
― 第二回 勉強会に向けた前提知識 ― 
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リバース・エンジニアリング 

 
既存の通信メッセージのデータの意味や相互関係を 
整理・体系化し、ISO 20022との整合性を整理。 

 

2014年9月19日 第二回 ISO 20022 勉強会  32 



リバース・エンジニアリング 

 
既存の通信メッセージのデータの意味や相互関係を 
整理・体系化し、ISO 20022との整合性を整理。 

 

 

ISO 20022メッセージへと再構成する。 
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・ 技術面を中心としたISO 20022の特性 

  ① モデリングを通じたメッセージ開発 

  ② XMLの採用 

  ③ リバースエンジニアリング 

  ④ メッセージ登録プロセス 

  ⑤ ISO 20022ウェブサイトのレポジトリ― 

第一回 勉強会内容の整理 
― 第二回 勉強会に向けた前提知識 ― 
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メッセージ登録プロセス（1） 
－ 新規メッセージの開発 ― 
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資料：ISO 20022 ウェブサイト（当事務局が和訳） 
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メッセージ登録プロセス（2） 
－ 既存メッセージのメンテナンス ― 

資料：ISO 20022 ウェブサイト（当事務局が和訳） 



・ 技術面を中心としたISO 20022の特性 

  ① モデリングを通じたメッセージ開発 

  ② XMLの採用 

  ③ リバースエンジニアリング 

  ④ メッセージ登録プロセス 

  ⑤ ISO 20022ウェブサイトのレポジトリ― 

第一回 勉強会内容の整理 
― 第二回 勉強会に向けた前提知識 ― 
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ISO 20022 ウェブサイトのレポジトリー 

“Business Process Catalogue” 

 ・ 金融ビジネスプロセスモデル 

 ・ 金融取引全体フローと使用電文情報 

 ・ メッセージスキーマ 

“Data Dictionary” 

 ・ ビジネスモデル 

 ・ メッセージモデル 

 ・ データタイプ 

http://www.iso20022.org 
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ご清聴ありがとうございました。 
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